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最新情報は
ウェブサイトか
SNSへ

日赤あいち 検索

ご協力ありがとうございます

▲ ホッコー株式会社 様

▲ 株式会社パロマ 様

▲ 株式会社ニシ 様

▲ 株式会社フェニックス 様

日本赤十字社愛知県支部へ
活動資金として

多額のご寄付をいただいた法人様

P R E S E N T

赤十字の七原則を英語でプリントした
エコバッグです。
日常で使いやすいベージュカラーです。

赤十字七原則エコバッグ

①お名前　②郵便番号・ご住所　③電話番号
④年齢　⑤『日赤あいち』の入手先　⑥ご意見・ご感想など
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日本赤十字社愛知県支部「日赤あいちプレゼント」係

５
名様

活動資金

▶ 豊田献血ルーム開設25周年　記念キャンペーン開催！ 
▶ 青少年赤十字メンバー　オンラインで国際交流
▶ クロスサポーターに聞く！：明治安田生命保険相互会社　名古屋本部
▶ 赤十字奉仕団ボランティアリレー：愛知県赤十字救助奉仕団
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ボランティアとして活躍する奉仕団がリレー方式で登場

バト
ンタ
ッチ
！

ボランティア
リレー

赤十字奉仕団

愛知県赤十字
救助奉仕団

今号の
奉仕団

こんな活動をしています

イチオシポイント

「救助の和・輪」を合言葉に

　愛知県赤十字救助奉仕団は、「完全参加と平等」をテーマ
にした「国際障がい者」年である1981年（昭和56年）に、
その主旨を踏まえ水上安全法救助員の資格者をもって奉仕団

を結成しました。
　第１回全国心身障がい児の水泳
指導者研修会に団員を派遣し、ま
た、名古屋市障がい者スポーツセ
ンターの協力を得ることをできた
ことから、同年より、障がい児を
対象とした水泳教室を開催し、現
在も続いています。長年継続した
活動が認められて2013年（平成

長年にわたり障がい児への水泳教室を
続けています。

25年）８月に「愛知県ボランティア功労賞」を受賞する事
ができました。
　他にも『広めよう赤十字！５月の愛知一斉キャンペーン』
の街頭呼びかけや、『ＮＨＫ海外たすけあい』の募金活動を
行っています。

　水泳教室は、今では「水に親しむふれあい教室」に名称を
変え、月に一度、活動しています。また、毎年12月には教
室に来てくれた子どもたちと料理を作りクリスマスパー
ティーを開催し楽しんでいます。
　さらに、水上安全法救助員の資格を生かし、支部が主催す
る水上安全法講習会のお手伝い、夏季に県内小学校で実施す
る着衣泳講習のアシスタントとし
て活躍をしています。
　今後もこうした活動を続けてい
きます。

C L O S E  U P

コロナ禍　　年目、

対面での
支部主催講習を
全面的に再開！

３

ク
ロ
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
に

聞
く
！！

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
企
業
、
団
体
、
人
物
を

紹
介
し
ま
す
。

活動内容
明治安田生命保険相互会社は約
140年の歴史と伝統をもつ日本最
古の生命保険会社です。企業理念
として「確かな安心を、いつまで
も」お届けするとともに、企業ビ
ジョンとして「信頼を得て選ばれ
続ける、人に一番やさしい生命保
険会社」になることを掲げていま
す。今年４月、日本赤十字社と「『地
域づくり・未来世代』応援プロジェ
クト」の展開に関する包括パート
ナーシップ協定を締結しました。

執行役員　名古屋本部長　金山 毅 様

明治安田生命保険相互会社　名古屋本部
C r o s s  S u p p o r t e r

人
々
の
健
康
・
福
祉
を
支
え
、豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む

包
括
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結

○
明
治
安
田
生
命
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て

○
日
本
赤
十
字
社
と
の

　

包
括
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
つ
い
て

▶

明
治
安
田
生
命
様
は
様
々
な

社
会
貢
献
活
動
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
代
表
的
な
取
り
組

み
や
愛
知
県
内
で
の
取
り
組
み

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
明
治
安
田
生
命
は
2
0
3
0

年
に
目
指
す
姿
を
「『
ひ
と
に

健
康
を
、
ま
ち
に
元
気
を
。』

最
も
身
近
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
生

保
へ
」と
定
め
、２
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
「
み
ん
な
の
健
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
地
元
の

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
愛
知
県
下
で
は
県
内
各
地
に

営
業
拠
点
が
60
あ
り
、
７
月
末

時
点
で
愛
知
県
内
に
54
あ
る
自

治
体
の
う
ち
36
市
町
村
と
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

連
携
協
定
に
基
づ
き
、
自
治
体

と
協
働
に
て
地
域
住
民
へ
の
健

康
意
識
向
上
を
企
図
し
た
健
康

ブ
ー
ス
の
出
展
を
は
じ
め
、
公

民
館
で
の
認
知
症
講
座
開
催
、

道
の
駅
で
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
実

施
、
各
地
域
に
お
け
る
祭
事
へ

の
助
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
J
リ
ー
グ
等
と
共
に

地
域
社
会
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、
愛

知
県
で
は
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス

様
、
F
C
マ
ル
ヤ
ス
岡
崎
様
お

よ
び
F
C
刈
谷
様
と
共
同
で

サ
ッ
カ
ー
教
室
開
催
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
法
人
向
け

の
取
り
組
み
と
し
て
愛
知
県
ご

後
援
の
も
と
協
会
け
ん
ぽ
愛
知

支
部
様
と
共
に
企
業
様
を
招
い

て
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
愛

知
県
内
で
今
年
度
４
月
か
ら
８

月
で
総
数
4
1
9
回
開
催
し
、

約
１
万
５
千
人
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▶

日
本
赤
十
字
社
と
明
治
安
田

生
命
様
は
今
年
４
月
に
包
括

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締

結
し
、
全
国
的
に
様
々
な
取
り

組
み
を
今
後
行
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
名
古
屋
本
部

様
で
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
や

期
待
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
包
括
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
は
、
日
本
赤
十
字

社
が
取
り
組
む
「
人
々
の
健

康
・
福
祉
を
支
え
る
地
域
づ
く

り
」
に
対
し
て
「
地
域
社
会
と

の
絆
」・「
未
来
世
代
と
の
絆
」

を
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
と
す
る
当
社

が
共
感
し
、「
お
互
い
を
思
い

や
り
、
助
け
合
い
、
尊
重
し
合

う
、
ま
た
、
未
来
の
世
代
を
想

う
社
会
づ
く
り
」
に
取
り
組
む

こ
と
を
合
意
し
た
も
の
で
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
と
い
う
と
、

献
血
や
病
院
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
協
定
を

機
に
日
本
赤
十
字
社
と
触
れ
る

こ
と
で
、
国
内
外
の
紛
争
・
災

害
に
苦
し
む
人
た
ち
へ
の
支
援

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
に

お
け
る
奉
仕
団
活
動
や
講
習
普

及
活
動
な
ど
、
思
っ
て
い
た
よ

り
も
多
く
の
活
動
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
活

動
を
多
く
の
地
域
住
民
の
方
に

対
し
て
周
知
、
ま
た
各
地
域
に

て
行
わ
れ
て
い
る
日
本
赤
十
字

社
で
の
事
業
に
参
画
す
る
こ
と

で
理
解
促
進
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
明
治
安
田
生
命
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
２
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
う
じ
た
地
域

住
民
の
健
康
増
進
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
こ
れ

か
ら
で
す
が
、
明
治
安
田
生
命

名
古
屋
本
部
と
し
て
日
本
赤
十

字
社
愛
知
県
支
部
と
連
携
し

て
、
各
種
取
り
組
み
を
共
に
実

践
す
る
こ
と
で
、
愛
知
県
内
に

お
け
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に

貢
献
し
、
地
域
社
会
の
抱
え
る

様
々
な
課
題
・
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
、

対
面
で
の
支
部
主
催
講
習
を
全
面
的
に
再
開
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
が
始
ま
り
今
年
で
３
年
目
。

　

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
、
一
般
の
方
を
募
集
し
て
行
う
対
面
で
の
講
習
を
、
こ
の
７
月
か
ら
全
面
的
に

再
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
水
上
安
全
法
講
習
な
ど
例
年
行
わ
れ
て
い
た
夏
季
な
ら
で
は
の
講
習
も
、
県
内
各
地
で
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
日
赤
あ
い
ち
で
は
、
感
染
症
流
行
下
で
も
対
策
を
徹
底
し
、
再
開
に
こ
ぎ
着
け
た
講
習
の
様
子
を
取
り
上

げ
ま
す
。

C
L
O
S
E 

U
P

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
習
も

続
け
て
い
き
ま
す

　

全
面
的
な
対
面
講
習
再
開
に
あ
た
っ
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
徹
底
が
必
須
で
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
や

手
指
消
毒
、
物
品
の
消
毒
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と

と
い
っ
た
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
対
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
愛

知
県
支
部
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
の

方
へ
の
研
修
会
を
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
開
催
し
ま
し
た
。
感
染
対
策
の
周
知
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
、
講
習
指
導
す
る
機

会
が
激
減
し
た
２
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
取
り

戻
す
た
め
、
実
技
や
指
導
方
法
の
再
確
認

も
行
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
の
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
例

年
夏
季
に
行
っ
て
き
た
着
衣
泳
な
ど
の
講

習
も
、
こ
こ
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
プ
ー
ル
に

入
ら
ず
教
室
や
体
育
館
で
一
部
の
内
容
を

取
り
出
し
て
実
施
す
る
な
ど
、
工
夫
し
て

継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
水
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
夏

休
み
を
前
に
、
サ
ン
フ
ロ
ッ
グ
春
日
井
と

共
催
の
着
衣
泳
講
習
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
正

し
い
着
用
方
法
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

身
近
な
も
の
を
浮
き
が
わ
り
に
使
う
方
法

と
い
っ
た
、
助
け
が
来
る
ま
で
少
し
で
も

長
く
浮
い
て
待
つ
方
法
を
水
の
中
で
体
験

し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

赤
十
字
親
子
レ
ス
キ
ュ
ー
は
、
海
で
事

故
に
遭
っ
た
と
き
、
助
け
る
方
法
・
助
け

を
待
つ
方
法
を
親
子
で
学
ぶ
講
習
で
す
。

　

７
月
22
日
に
西
尾
市
の
吉
良
ワ
イ
キ
キ

ビ
ー
チ
で
、
７
月
28
日
に
は
常
滑
市
の
常

滑
り
ん
く
う
ビ
ー
チ
で
、
各
市
の
日
赤
地

区
と
共
同
で
開
催
し
ま
し
た
。
夏
休
み
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
親
子
が
参
加
し
、
海
で
楽
し

み
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
の
身

を
守
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

水
上
安
全
法
救
助
員
養
成
講
習
は
救
助

員
Ⅰ
で
は
プ
ー
ル
で
、
救
助
員
Ⅱ
で
は
川

や
海
と
い
っ
た
自
然
域
で
水
の
事
故
に

遭
っ
た
人
を
救
助
す
る
た
め
の
方
法
を
身

に
つ
け
る
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
講
習
も
、
支
部
が
主
催
す
る

も
の
は
令
和
２
年
度
か
ら
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

水
上
安
全
法
救
助
員
養
成
講
習
は
数
日

間
に
渡
り
水
の
中
で
の
実
習
が
あ
る
体
力

的
に
厳
し
い
内
容
で
す
。

　

特
に
、
蒲
郡
市
の
西
浦
パ
ー
ム
ビ
ー
チ

で
開
催
し
た
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅱ
は
、

実
際
の
海
で
自
然
域
の
中
な
ら
で
は
の
難

し
さ
を
体
感
し
な
が
ら
の
講
習
で
す
が
、

受
講
者
全
員
が
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
ま
し

た
。

全
面
的
な
対
面
講
習
再
開
を
前
に

指
導
員
を
対
象
に
研
修
を
開
催

01
水
上
安
全
法
短
期
講
習
（
着
衣
泳
）＆

赤
十
字
親
子
レ
ス
キ
ュ
ー

03

水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
・
Ⅱ

養
成
講
習

02

▶流れるプールでライフジャケットを着て浮いて待つ体験。
　浮力を最大限に得るため、えりを両手でしっかり持って
　仰向けで待ちます。

慌てて泳ごうとせず、助けが来るまで少しでも長く
浮くことができる姿勢を学びます。 

▶

▶晴天のもとで開催された吉良ワイキキビーチでの親子レスキュー。
　家族ごとに間隔を空けて準備体操を行いました。

講
習
２
週
間
前
か
ら
指
導
員
・
受
講
者
に

毎
日
体
温
と
感
冒
症
状
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
も
ら
い
、
講
習
当
日
に
提
出

受
講
者
の
人
数
を
コ
ロ
ナ
禍
前
の
半
数
に

実
技
会
場
で
は
常
時
換
気
や
実
技
ス

ペ
ー
ス
間
の
間
隔
を
充
分
に
確
保

実
技
の
と
き
の
受
講
者
ペ
ア
を
固

定
、
指
導
員
も
指
導
す
る
グ
ル
ー
プ

を
固
定

水上安全法救助員Ⅰは日本ガイシアリーナで開催。
感染対策のため、プールサイドではプール用マスク
やマウスガードを着用しています。 

▶

救助の実技は指導員が
厳しくチェックします。▶

海での救助に使われるレスキューボード
の体験（左）やペットボトルやビニール
袋のように身近なものを浮きがわりにす
る方法を海で体験しました。（下）
（いずれも常滑りんくうビーチでの様子）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
習
は
、
育
児

や
介
護
な
ど
で
家
を
空
け
ら
れ
ず
、

こ
れ
ま
で
対
面
の
講
習
に
参
加
し
に

く
か
っ
た
方
で
も
自
宅
か
ら
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

感
染
症
流
行
時
で
も
開
催
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
育
児
や
介
護
に
役
立
つ

講
習
を
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方

に
届
け
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
愛
知
県
支
部
で
は

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
活
か
し
て
1
人
で
も
多
く
の
方

に
命
を
救
う
方
法
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
様
々
な
方
法
で
講
習
普
及
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
実
技
内
容
を
接
触
を
避
け
る
も
の
に
限
定
し
て
講
習
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

活動やイベント
を報告します

トピックス

豊田献血ルーム開設25周年

記念キャンペーンを開催します！
　皆様の長きにわたる献血へのご協力により、豊田献血ルー
ムは本年で開設25周年を迎えました。平成９年に豊田そごう
（当時）A館９階に開設して以来、延べ391,055人（令和４年８
月31日現在）の方に献血のご協力をいただきました。
　この度、25周年の感謝の気持ちを込めて、令和４年10月24
日（月）～10月31日（月）の期間中に献血のご協力をいただい

た方へ、ささやかなが
ら記念品を進呈いた
します（火曜定休日を
除く）。
　是非、この機会に豊
田献血ルームにお越
しください。スタッフ
一同、皆様のご来場を
お待ちしております。

　７月２日（土）、愛知県とモンゴルの青少年赤十字メンバー
がオンラインのビデオ会議システムを利用した国際交流を行
いました。新型コロナウイルス感染症の流行で互いの国を訪
問できない状況が続くなか、昨年度から始めた取り組みです。
　今回は、日本からは昔ながらの遊びを実演したり、モンゴ
ルからは伝統的な踊りや楽器演
奏の披露など両国の文化を紹介
し合ったり、少人数に分かれてモ
ンゴルの青少年赤十字メンバーと
語り合うなど、互いの理解を深め
る１日になりました。

青少年赤十字オンライン国際交流

青少年赤十字メンバーがモンゴルと国際交流

なごや市民総ぐるみ防災訓練に
参加

地域住民に災害への備えを紹介
　９月４日（日）、日本赤十字社愛知県支部は名古屋市内各
所で開催された「なごや市民総ぐるみ防災訓練」に参加しま
した。
　当日は、各区からの要望をもとに心肺蘇生法など救急法の
講習や、幼児安全法講習や健康生活支援講習から災害時に
役立つ内容を取り出した講習を開催したり、各地区に配備し
ている資機材の展示を行
い、参加された地域の方々
に赤十字の災害への備え
を紹介しました。

※写真は昨年の様子です

NHK海外たすけあいキャンペーン

12月１日から25日まで開催
日本赤十字社では、今年も12月1日（木）～12月25日（日）
の期間、「NHK海外たすけあい」キャンペーンを開催します。
世界各地で多発する紛争や自然災害は、発生している地域

の人々を苦しめるだけでなく、世界の食料危機の深刻化にも拍
車をかけていることから、今年は「誰も取り残さない。紛争から
も飢餓からも。」をテーマとしています。
愛知県内でも、愛知県支部をはじめとする各赤十字施設や
NHK名古屋放送局などでの募金受付や、赤十字奉仕団による
街頭募金などを予定しています。皆様からの温かいご支援をお
願いします。


